
「先陣」は、ピラクロニルとジメタメ
トリンを含有した新しい水稲用初期
除草剤です。協友アグリ㈱が開発し
た本剤は、ジャンボと200FGおよ
び１キロ粒剤が2024年シーズンか
ら販売される予定です。

「先陣」の特長

藻類・表層はく離に高い効果
一般的に藻類・表層はく離は、移植
後に多発すると水温・地温の低下を
招いたり稲をなぎ倒すことにより水
稲の生育を阻害します。加えて除草
剤も拡散しにくくなり、十分な除草
効果を発揮できない場合があります。
本剤は、藻類に効果の高いピラクロ

ニルと藻類・表層はく離に効果の高
いジメタメトリンを配合しており、藻
類・表層はく離に対して優れた除草
効果を発揮します（写真１、図１）。
　本剤は、植代後～移植７日前、ま
たは移植直後～ノビエ１葉期に散布
することで、藻類・表層はく離の発
生による「稲の初期生育が悪い」「藻
類・表層はく離が邪魔で一発処理除
草剤が散布できない」といった悩み
を解決し、スムーズな体系処理の実
践に寄与します。
幅広い雑草種に高い効果
　本剤は、ピラクロニルを配合して
いることから、一年生雑草に加えて
オモダカやコウキヤガラなどの多年

生雑草に対しても有効です。図２に
示すとおり、対照剤に比べオモダカ
に対する優れた除草効果が認められ
ました。
速効的な効果
本剤は、効果発現が速いピラクロ

ニルを配合していることから、各種
雑草に対して速効的な除草効果が認
められます（データ省略）。
以上のように「先陣」は①藻類・

表層はく離に対して高い除草効果を
示すとともに②ノビエ、コナギなど
の一年生雑草、オモダカ、コウキヤ
ガラなどの多年生雑草にも有効であ
ること③移植水稲に対する安全性も
高い（データ省略）ことから、さま
ざまな地域や圃場において体系処理
の初期除草剤として安定した除草効
果を発揮することが期待されます。加
えて「先陣200FG」は、湛水周縁散
布や無人航空機散布が可能なことか
ら、薬剤散布作業の効率化や省力化
にも貢献できますので、ぜひご活用
ください。

【全農　耕種資材部　農薬課　農薬技術対策室】

●問い合わせ先
協友アグリ㈱　普及営業部
℡.03 5645 0706

図１　藻類・表層はく離に対する効果（日植調委託試験・2020～2022年）
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図２　オモダカ発生前処理における除草効果
 試験場所：植調福岡研究センター（2020年）
 試験規模：1.5ｍ×0.9ｍ、３反復　供試薬量：標準量
 耕種概要：処理（５月28日：オモダカ発生前）、調査（６月15日）
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商品ガイド

新規水稲用初期除草剤「先陣®」
藻類・表層はく離に効果の高い初期除草剤

製品写真（左：ジャンボ剤、中：FG剤、右：１キロ粒剤）

写真１　協友アグリ㈱現地試験（６月６日：薬剤処理７日後撮影）
試験場所：岐阜県　耕種概要：移植５月28日、薬剤処理５月30日（処理時に藻類少発生）

先陣ジャンボ 対照区（慣行初期剤処理）
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